
地域とと にも ある 校づ学 くり

校 今年本 度 コ ュニは 、 ミ ティ。

スクールとして 7年 に入目 りま

ュコ ニ ・ティ クーした。 ミ ス ル

とは、 と ・地 者が学校 域 保護 連

・ して に り携 協働 学校運営 取 組
饉34六 F=

むための のことで仕組 学校、 運  立花 ざ司
営 (以協議会 下、協議会)を設

置 公 学校 指を し ます。そした 立 てい のため、コ

ユニ ・ ーティ ク ル 「地域ミ ス は とともにある学

校」 呼と ば ていも れ ます。

の は、 者、 。本校 協議会 学識経験 地域 保護者、

公募 選 れ 皆 れ、様 校長 構成 本校で ば た と で さ の

状 課 知現 や 題 るを とともに、 の本校 指 姿目 す 、

学 営 画、 、 の に校経 計 教育課程 教職員 人事 関す

ること ど、 に ついて協多岐 事項 議な わたる に を

してい ここ の 校議論 経 学 運営ます。 で を て、 の

改 と善を図る ともに、学 支援 「 会校 本部 高南 」

課題解決が のための 々 い事 行 学様 業 校な を 、 を

れてい いてい こ ら コ支え ただ ます。 か も ミュニ

・ ース ルと 地域ティ ク して、 とともにある学校

づ 推進 いくりを してま ります。

「高南中で で学ん よ つか た !」

在の は の現 高南中 徒 多、生 く

明 教師おおら で、 とが るく か 生

徒 仲良 学 活動は ろが く 習 もち ん

この と、アイディアに ちた満 学

校行 徒事 会活動 部活動や生 、 も
音

「

奮 h出 扶

活発 実地 中学校 活に され、 生 を 学校運営薦筆会
楽しん 過 いで こして ことる が伺   会長
「えます。 運営学校 協議会のある  堀内一男

校」学 指定 受 ての を け から7年

目 11人 委員 月 ー1か 1回 マ、 の がほぼ に 、テ を

めて ・ 。決 議 参 援協 観 助 共 教師をすると に、 や

徒会 時生 、 には PTAとの も し、懇談 施 学実 校

活 い 協方 議 進生 の望まし あり の を めております。

先 こ方 指導 援助 バ生 の を し、 ックアップする

で、目的 地 や 護者域 保 卒業 応援、 生などの を得

設 いて、 さ て る置 れ 学 支 の「 会校 援本部 高南 」

期は、 ス の 前 導 、定 テ ト 直 指 や土曜学習 登不 校

生 の徒 補充学習 (高南カフェ)等々の援助活動

積極 実的 施 いを に して ます。

全活動 公開 参会こ いを しておりますので、 た

見う 意 寄 くこ せ いだきど ぞ をお ださ 。
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員 徒 教員CS委 と生 ・ との懇談会より

生徒 役会 員と 「 設懇談会 学校 備 対 る 見と 望に す 意 要 」から

徒 一生 人 人か 意見 聞一 らの を れ 対 校 ・き、そ に 長先 校長して 生 副 先 。生 CS委員が意見や感想を述べたり、質問を

応援したり、 を 形したりする 進で め れら ました。

颯 徒生 会長として、運動会 同と じぐ

規模らいの クの ラ ッチがスマ した

すいで 。

瘍部活動 朝練で は きまで せんか ?

晰吹奏楽部 つ 域と ででも 地 演奏でき

る場があ た 思つ らよ と すい いま 。

け高南中のウオ タ ーバー ー ーサ を

増や2F/3Fに してほしい。

瘍 トイ 自動水栓レの の が水圧 弱い。

高日 南中 校々 学 活を る生で 生 送 徒

率さ 意見や 望んの 直な 要 聞を くこ

とても 重な時とができ、 貴 間とな

りました。

後藤郁子 委員

山口京子 委員

徒 役生 会 員 皆 学校の さんが 施設の 、

部活動、行事 つ ついて かりに し 考

えて る がわい こと か 「つて すこい !」

思 特に、と いました。 自分たちで

出 「 ス ッチマ のした クラ 開催」と

い アをう 年アイデ 度内 実現に させ

!とい に感よう う熱意 激しました。

川充豊 子 委員

学校内 課題 要 などを生の や 望 徒の

皆さんがきち 考んと え、CS委員
へ伝 機会える ができたことは生徒

役員や CS委員にとつても貴重で

有 な時意義 間でした。

木村房代 委員

徒 学校へ生 が 要 域へのの 望や地 要

望を つし かりとした言葉でま

伝て えて ま にい した。さすが 生徒

会役 をやれる生員 徒だな 感心と し

ました。

後難 趾顆こ 後 策にの のの で はほ

徒生 前向 はたちの き 発 行動 素な 言や 晴 いらし と思

います。 れ 「 らの高こ からも われ 南中」をさらに

な学素敵 校にし きてい ましょう。 員CS委 として

応援した 徒 声いし、生 聞の を ける懇談 機会の を増

や い た として き 思い いました。
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テーマについて教員と懇談

「授業のユニバー インサルデザ 、授業 けにお る個へ 対応 ついの に て」

和 信田 之 委員
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伴野 紀由 委員

村一谷 成 委員

「教員 懇談 師との では、 が教 地域 求に める と 「」 教育 ユニバーこ の サルデザイン」の

二 テつ ー つマ い 先 方 交の に て、 生 を え懇談しまし 各 場 ・た。 立 か 話 意見々の らの は

で有 様ど も 、 なれ 用 多 意見交換 知見ができ が広が たとともつ に、CSメンバーと先
方生 との ミ ニケコ ュ ー 場 非常ション て に かの とし も 良 思いつたと ます。

私は、 望へ つ地域 要 先の に て 生方 議論 域ど したら に生い と しました。 う 地 活動 徒た

参加し す か、 かちが や 地域 多様 情報 中の ら ど したら 生 や生い らの な か 、 う 先 方 徒た

ちが かつ効率 果 を的 効 的 情報 選択 議論に できるか する 簡単にことができました。 答

双 悩え 出ま が 方 課題は せん 、 の みや を ア 非常 義ェ こ で に あるシ する とが きて 意 時間

だ 感つ いたと じて ます。

師教 地域 求が に るめ こと、検討中 ル プー のグ 討議 発表 校学 活用IC丁 と AIの での について
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|1高南中 育では IC丁 が教 教科 積極どの にお ても 的 活用 ていい に され ることがよ<わか
圏囲圏 | りま ーした。IC丁 ツ ル 活用の により、通 授常 業の な 発言では かなか する がこと でき

い 徒 参加 環な 生 も やす 境 作し を るい ことができる点 トはメリッ ある 感で と じました。

|一方 読、書く力や 力 つむ を ける 紙媒体ためには 必要も であり、デジ ロタルとアナ グ

■|を 使うまく 分 授業 実け を 施い て する が必要こと である デジこと、 タルを生かすため

|||に 礎学力は基 やタ ット等 機 使ブレ の 器 方の につい いてのリテラ ー 向 要シ の 上が重 で

解も理 きこと で ました。

譲紀
「一議

豊
帯

教科 内:デジタル 書の 容や活用が科目によつて偏りがあるとの指摘もありましたが、 1
・:全 学 状国 力 学習 況調査では、IC丁機器 学校 使用 ついて 東 のの での に 全国や 京 公都  :

暑大橋 哲 委員
立学校と比較して肯定的な回答をしている生徒がかなり多く、高南中学校の IC丁機

器の活用が進んでいる状況が分かりました。今後も IC丁 機器の有効かつ適正な使

用を継続していただければと思います。
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地域と共にある 校づ学 くり

学 運営 の ユニ ・校 協議会 ある ミ テ ス学校 (コ ィ クール。CS)とは、 と一 と つて域 体 子地 な たちを む『供 育 地域

とともにある 校』 指学 を目 して、 16年平成 改 れに 正さ た「 の び に育行 組織 関地方教 政 及 運営 する により法律」 導

制度さ た です入 れ 。

一地 や が の つ域住民 保護者等 定 を て に し校 参 意志決定 行 こ 二権限 持 学 運営 画 を う とにより、 の ズ 迅速そ を か一 つ

校 映に に せ、 い教的確 学 運営 反 さ よりよ の に り む合 機の です。 は育 実現 取 組 議制 関 委員 教 が する育委員会 任命 非常

勤職員 構成で さ ていれ ます。

学校運営協議会
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絞長 彎撻醸 眠任校長の良青埋鮮音であ|」、同滑な学費遷樹描墨
会 推進:こ織 あた:,軒 1鵡力 必要

=iキ
が と 善員

吹奏楽部
「 め に地域交流 ゆ 音 祭 参楽 」 加

の ム高南中運動会 名 カデ物 競争 !

持田肇 副校長

3年最後の合0昌祭 熱唱 !

本校協議会のメンバーは、 い の 々 構成 材 恵で さ 、 に い幅広 分野 方 れ 人 まれて ます。委員

の 々の 見 取 入れ 地域 一方 意 を り て、 と つ体 校作にな た り し 高 校学 を目指 、 のフ南中学 ァン

を してい い増や きた と てい考え ます。 校 協 公開は さ てい の 非学 運営 議会 れ ます で、 ぜ是 ひ

一度いらして<ださい。

のこ様 参加 待皆 をお ちしております。

6年令和 度

学 運営校 協議会委員
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